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　　　　　　　　　　　　　　北海道八田右左府鉱山附近クローム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鉄鉱，鉱床調査報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小　　関　　崇　　治※

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6sum6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0遭tke－Ckromite　Deposits　in

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　撫e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hatta－UsappuMineand－itsEnvirons，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hokkaido

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K6ji　Koseki

　　　　　This　wo水was　done　mainly　for　the　purposes　in　studying　the　distributio∬　of　the

serpentine　intrusives　with　whichl　the　remarkable　chr？m＃e　deposits　were　associa』ted，and

in　investigation　on　t五e　structural　features　of　ore　deposits　and　their　mother　rocks。

　　　　　丁血e我reac・nsists・価epre－Cretace・usse吻ents，intrudedbythes・meintrusive

rocks　which　covered　by　the　younger　Cretaceous　and　Tert勉ry　formations．（see　Fig．1）

The　intrusive　rocks　in　t五is　region　are　small　stock－lick　m，asses　of　diorite，　　sills　of

diabase，　sheets　of　serpentine，　and　dyk6s　or　smalI　m3sses　of　Ieucocratic　rocks．

　　　　　The　serpentine　in廿usives　are　the　lmost　extensive　of　a11，and　highly　serpentinized．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や

In，the　vicinity　of　the　serpelltine圭ntrusives，some　faults　may　be　presumed　in　view　of

their　distributions我nd　tke　structures　o∫the　surrounding　rocks，being　generally　striking

国一S　and　E－W．Besid6s，within　the　serpen伽e　bodies　numerous　foliations　or　slippings

are。bservedeverywhere．丁虹ewriterc・ns至de重st五atぬesestructuresQfthisintrusives

arecausedbythec・mbineddistu・・bancesafteritsintrusi6n，thatistheexpansivefault

wまthslipPingsandthes肛faceweat赴eringa血dso・n‘

　　　　　Many　chromite　deposits　are£ound　t五roughout　in　t赴is　serpentine　area．　Occurrences

of　all　chmmite　beposits　found　in　this　are読註a　classified，　by　tlle　present　writer，　as

fQIlows：

　　　　　　（1）丁五ec・un看ryr・cksandぬe・res飢erela亡ivelymassiveandc・mpact．

　　　　　　The・reb・diesare’th・ught歪・bed弓P・sited』attheveryc1・sesites・Thedep・sit

翫ttheupperc・肛es6fAsahi－z＆wamig赴tbe1・ngt・thistype・

　　　　　　（2）Thec・untryrocksa簸dthe・res・resarecharacteristica三lyfracturedor

foliaゼed，andgrayishpowder－likeoresaredominant．

　　　　　　The　ore　bodies3re　thought　to　be　Iying　a忠the　foliated　parts　of　the　serpenting

intrusives．　Most　of　the　ore　deposits　worked　by　adits　inもhe　past　might　belong㌻o　th量s

　case。

　　　　　　（3）　Ore　deposits　found　as　boulders　at　the　river－courses、

　　　　　　These　boulders　are少in　the　mostシmassive　and　spo枕ed，and五＆ve　been　worked

bysゆPingatseveralfaces、Kinds・f・resintheare亀aremassive（2・％cr20ラ）・

spotted（25－35％Cr203）ンand　powder－1ike（20％Cr203）ones。Among　these，masslve　ore

is　most　abundant．・The　ores　are　mainly　composed　of　serpentlne，chloriteand　chromite，

条鉱床部
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witb値e　accessories　of　m歌gne亡i亡e，chrome－93met，Kammerelite，a害alc　and　etc．

　　　It　is　thoug葺t　tha乞this＆rea　has　been　not　ye㌻sufficlently　prospected．　The　mo＄t

stableAtypeofdepositswas取otrecognizedyet．Buttheremarkableoredepositsof

B・rC七ype3havebeenfreque蜘pr・ved・Hence・th・ughmuch・rereservesca早n・t

be　estimated　at　present，　SQme　important　ore　deposit　w皿be　disco▽ered段cccording　to

the　advancement　of　prospecting，at　the　upper　course　o£the　Asaki－zawa．

　　　　　　　　　1．緒　　　言

　　筆者は昭和26年8月下旬から約2週聞，北海道麦所渡辺

　芳次とともに，八田右左府鉱山を中心とするク・一ム鉄

　鉱鉱床賦存地帯を調査したので，ここにその結果を報告

　　するσ

　　日高地方は高品位ク・一ム鉄鉱の産出地としてすでに

　　有名であり，調査区域はそめ一部匠当る。この地域の地

　　質魔よび鉱床に関する従来の報告は数多くあるが，筆者

　　は下記の文献にお5とごろが多かつた。
－
、

　　本調査においては主として鉱床を胚胎する蛇絞岩の分

　　布と，〃・一ム鎖鉱の産状を調査することとし，それら一

　　の関係によつて，探鉱上留意すべき事項等について考察

　　するとととした。調査に当り協力せられた八田鉱業所の

　　各位に対し厚く課意を表する。なお，化石の鑑定は北海

　　道支所対馬坤六，鉱石の分析は同じく伊藤聰が尊れに当

　　つた。

　　　　　　　　2．位置および交通

本地域は日高国沙流鄭日高村日高市街地（元右左府）

の南東にあり，南北約6km，東西約7kmの範囲で，次

の鉱区がこれに包含される。

鉱区番号

日高採登箋14号

〃　グ第17号
〃　〃第19号

〃　〃　第29号

〃 試登一籍1684号

〃　　　〃

〃　　　〃

篤2058号

第2191号

〃〃第2193号
〃〃第2ig4号

〃　〃第2206号

〃・〃　第2207号

〃　　 ノクP 第2211号

　鉱種名　　　　　鉱業権者

〃・～ム鉄鉱　　　　八田忠虎外2

石綿・ク・一ム鉄鉱　八田忠虎外1

金同・”ローム鉄鉱。　ネ申1澗鉱業

ニツケル

〃 入田忠虎外2

クローム鉄鉱・ニジケル　　〃

石締　　　　　　朝日スレ司・

ク・一ム鉄鉱・こツ　入田忠虎外2
ケノレ

〃

　　〃
石綿・クローム鉄鉱
・ニツケル

ク・一ム鉄鉱・ニツ
ケノレ

〃

〃

　〃．

八田忠虎外1

入田忠虎外2

〃

　日高市再地に至るには，榎室本線金山駅から南下する

こと約40km，または日高本線富川駅より分岐する沙流

鉄道線の終点平取駅から北上すること約50kmで達す

　　　　　　日若

！阿・・、．
　　　　　　　　　　ひ　　　ノ　　　　　　　　　　ヤ　　　1熊聖碍
　　　逃、

　　　覧、

　　　オカ
　　　　　シ　　　　ーユ、ン　　　ー
　　　　　　べ

q

び齢蕎

1…新蹴層
彫白璽紀層

麗囲鶴響

團輝縮
圏髄岩類

騒燃岩、

國閃縮
　／／　推定断層
／

最　化石産地
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地質調査所月報　（第4雀　第6号）
夕

るびと＝れらの聞はバスの便があり，鉱石は金山駅までト

ラツグにより搬出されている。八田右左府鉱山の事務所

は日高市街地にある。

3．地　　形

’　　　地形は構成地質によつてそれぞれ特徴がある。地域の

　・中央部には海抜1，000m内外の山陵が南北に延び，高原

　　性山地帯を形成する。いわゆる先白豊紀暦よりなる地域，

、　は，急峻なV字形漢谷をなすことが多く，懸崖に富む。

　　白豊紀暦の発達する地域は河川による侵触が進み，谷は

　　U字形を示し，河流は比較的緩かである。第三紀暦より

　　なる地域は海抜500m以下の丘陵地で，河川の両側には

　　氾濫原が発達する。一方，蛇紋岩地帯は比較的綾慢な地

　　貌を呈し，亡れに反して種々の脈岩類の地域はやや甕立

　　することが多い。

　　おもな河川は沙流川およびチ・・川で，ともに日高山

　　脈に源を発し薯1水量は豊かである。デロロ川は地域の東

　　縁を北流して沙流川本流に注ぎ，さらに本流は地域の北

　　縁から西縁に浩つて南流する。その地域の中央山陵に源’

　　を発するおもな河川として：は1，オカシユンベ川・ユーケ

　　駅ユオマナィ川・ペンケユーケシユオマナイ川・ルーケ

　　シユオマナイ川・ペン，ケシユオマナイ川・シユ々ウンナ

　　イ川・ホゴナイ川：およびパンケユクトラウシナィ川など

　　があり，いずれも沙流川’またはチロロ川に注ぐ。

4．地　質一

　　　本地域の構成地質および岩石は亥の通りである（第1

　　図参照）。

　　　　　堆積岩．先白璽紀暦（株羅紀暦？）

　　　　　　　　白墓紀麿

　　　　　　　　新第三紀暦

　　　　　火成岩閃緑岩
　　　　　　　　，蛇紋岩

　　　　　　　　優白岩　．

　　　　　　　　輝線岩
　　　各々について以下簡単に記述する。

　　　4．1。1　先白璽紀暦　本暦に喪ンケシユオマナイ川流

　　域および地域の中央部山稜にもつともよく発達し，主と

　　して輝緑凝深岩・黒色粘板岩・友色硬質砂岩・赤色また

、　　は白色珪岩ぷり，なり，稀に礫岩および厚さ60卑以上のレ

　　ンズ状石友岩を來在す為。本暦はときに明瞭な成暦面を

　　示すこともあるが，大部分は著しく片理が発達しており

　　，かつ多数の断暦によつて転位することが多いので，そ

　　の暦序を明らかにすることは困難である。従来本暦は沙

　　流川統と呼ぱれ，上部殊羅紀に対比されている。

　4．1．2　白墓紀暦　本暦は地域の東部にやや広く発達

するほか，西部のユーケシユオマナイ川下流においても

良好な露出がある。東部のものは石亥質団塊を有する軟

い黒色頁岩を主とし，時に薄い線茨色砂岩を挾む。走向

ほほぼ南北で東に急傾斜し，その西縁は他の地質に対し

て常に断暦をもつて接する。本暦は化石に富み，特に大

形1πOoε微勉％S　sp，，小形Pco彰κを含む。該暦は上部

白墓紀暦に当るものと類推される。また，地域の酉邸の

ものは砂岩・砂質頁岩の互暦と礫岩とからなり，走向は

大体南北で西に550内外の傾斜を示す。本暦からは化石

は採取できないので，その暦位を明らかにすることはで

きないが，その構成岩種および従来の調査から中部白墓

紀の一部に相当するものと思われる。

　4．1．3　新第三紀暦　本層はユーケシユオマナイ川お

よぴオカシユンベ川下流撚発謝る・主として礫春

粗粒砂岩よりなり，黒魚頁岩め薄暦を捧む。ユーケシユオ

マナイ川では走向N－SないしN300W，東に50。内外

傾斜し，3JJ勿澱sp、，30漉πsp．，・D伽ακsp．，T8π初α

sp．，FragmentsofPlantleaue等の化石を得た。従

来本暦は下部川端暦に対比されている。

　4．2．1　閃線岩　本岩は地域の北部において先白墓紀

暦中に邊入ずる暗緑色堅硬な岩石で，節理が発達する。

これを鏡下に検すれぱ完晶質で，構成鉱物としては角閃

石・中性斜長石（An35±）を主とし，燐次石・磁鉄鉱

を随伴する。

　4．2。2　蛇紋岩　中央部山稜の一部およびその両側中

腹部の各所に分布し，鉱床母岩をなす。本岩は先に報ぜ

られた如く先白墓紀暦を貫くものであつて，ユーケシユ

オマナイ川中流の数個所（朝目石綿鉱床露天掘切弱東部・

およびその東方約500m附近等）においてもこれが確認’

される。本岩体煙は選入後に生Oた多数の断層が発達

し，それらは東酉性のものと南北性のものとに区別され

る。この構造はいわゆる第三紀川端暦堆積期前後の地質

．擾乱の1っの現われであろ5と考えられるげ

　本岩は外観暗緑色やや堅硬なものと，淡線色軟質なも

のとに区分され，いずれも樹脂状光沢を示すのが普通で

ある。一般に蛇紋岩化作用が進み，かつ粘土化も著し

く，岩体中匠は大小無数の辻り面が発蓬して葉片状を呈

するととが多い。やや堅硬なものでは一部（例えぼオヵ

シュンベ川上流地等で）節理が見られ，また局部的には

不明瞭ながら流理構造に似たものも認められるが，全般

にとれらの構造を体系づけることは不可能と思われる。

　鏡下においてはまつたく蛇紋岩化して網目状構造を示

すものが大部分で，主として蛇紋石類よりなり，随伴鉱

物としてはク・一ム鉄鉱および磁鉄鉱がある。蛇紋石類

54一（408）
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は網聞状・葉片状・繊維状等を呈し，火炎状浴光を示す

ものが多い。緻密塊状のものでは時に原鉱物を推定する

ことも可自旨1な場合があり，また，カ・よ5．；な岩質のものに

おいてはしぼしば苦土撒騰石・頑火輝石の残晶を留めて

いるもQがある。〃ロー」・鉄鉱は径0．1～1mm程度の

もので，粒状半自形ないし不規則な形を皇して，前記の

諸鉱物聞を占めるものである。磁鉄鉱はクローム鉄鉱と

同様な産状を示すもののほか，恐らくは蛇純岩化作用に

よると思われる微粒状に散点する、ものとがある。その他

本岩中には変質鉱物として滑石・陽起石等を含む部分が

あり，また，脈鉱物としては温石綿・硬蛇紋石・石英・

織泥石・方解石・霰石まれに自然銅等が認められる。

　4．2，3優白岩　本岩は主に蛇紋岩中に岩脈状（幅数

十m）あるいは岩瘤状（径10数m）として各所に見ら
1
れ
，

蛇紋岩の選入に伴う分化脈岩と考えられている。八

田右左府鉱山附近およびゴーケシユオマナイ川最上流地

庭は，数個の岩癌状岩体が蛇紋岩中に箋立し，それらは

いずれもN40・E方向に配列する。1これら蛇紋岩の節

理の方向を表わすものであろ5。

　本岩は他の岩石に比べて極めて堅硬なもので，大体等

粒均質のものと，やや斑状を示すものとがある。主成分

鉱物としては石英・曹長石および緑色角閃石よりなり，

少量の据石および燐次石が認められる。一般に有色鉱物

，の量が少ないが，角閃石を比較的多く含有するものもあ

り，その組成鉱物の量・大さ・成分および構造等は極め

て変化に富む。

　4．2．4輝緑岩地域の北部において先白璽紀暦中に

岩株状にやや広く・分布するほか，輝緑凝次岩分布地帯に

は数多く見られ，これらは恐らく岩床状を呈するもので

あろ5。

　暗緑色緻密斑状岩で，鏡下においては稀にオフイチツ
F
ク
構

造を示す。構成鉱物は大半が紫蘇輝石で，少量の斜

長石と稀に石英を含有する。

5．鉱　　床

　本地域の蛇紋岩中にはク・一ム鉄鉱・銅鉱および温石

綿鉱等の鉱床が知られている。本稿ではその5ち，ク・

一ム鉄鉱のみについてその分布・産状を述べるとととす

るo

　ク。一ム鉄鉱の産地は第1図に示す通り，極めて頻繁

に見られるが，それらを産状から類別すれぱ，次の3っ

に分げることカ｛でぎるよ5である0

　1）　堅硬塊状母岩中に胚胎する鉱床

　　（鉱床生成時本来の位置にあると思われるもρ）

　例）ユーケシユオマナイ、川支流朝日沢奥に賦存する

　　　と錐i定される鉱床

　2）葉片状母岩中に胚胎する鉱床

　　（鉱床生成後にその位置・形態を変じたと思われる

　　　もの）

　　例）オカシユンベ旧坑で探掘された鉱床，八田右左

　　府鉱山の新旧両鉱床，『朝日沢奥の塑濠掘中に見ら

　　れる霧しい鉱塊，三井千露呂鉱山の旧坑宅採掘さ

　　れた鉱床
　3）河底に流鉢石としてやや濃集しているもの　『’

　　例）各河川の河底に見られる鉱塊

　以下各河川領域ごとにその現況および産状等を述べ

る0

　5．1　オカシユンベ川流域

　従来数個所において坑内あるいは露天操掘が庁われた

が，現在では四ノ沢合流附近で流鉱を求あて探鉱採掘さ

’
れ

ているだけである。その他は当時稼行されて居らず，’

カ・っ資料がないので詳系田を知るととはでき・ない。．

　四ノ沢含流附近ではク・一ム鉄鉱塊が蛇紋岩塊ととも

に，’河礫として産するものであり，鉱塊は一般にやや角

礫状を呈し，一塊で最大1t程度のものも知られてい

る。鉱石は粗粒塊状鉱で，品位はCr20350％前後であ

る。附近の地形は一般に緩慢な不整地で，山体は南西方

から押し出してきている様相がある。

　5．2　ユーケシユオマナイ川流域

　当時最も旺んに探鉱探掘が行われていた。

　5．2．1　八田右左府鉱山新鉱床（第2図参照）鉱山見

張所の東北東約250m附近にあり，坑道による探鉱およ『

び採掘が行われている。当時入坑可能な坑道延長は約

260mで，　3号および4号坑gみである5坑内見取図に

示した通り、，鉱床は相平行する2以上の鉱條様に現われ

ているものであるが，その一部がやや膨大ずることがあ

る。それらは一般に母岩の葉片状剥理面ないしは虹り面

に沿つて胚胎し，多少の波を示すけれども，概してN70。

W方向に伸び，15～30。NE・に傾斜する。鉱石は一般に

茶褐色の紛鉱ないし軟質な塊鉱で，鉱体のやや肥大した

中心部では緻密塊状鉱よりなる。

　5．2‘2　八田右左府鉱山旧鉱床　本鉱床は昭和11，12

年頃から採掘されたが，現在では各坑は全く崩壊して坑

口のみを残し休山中であるので，鉱床の性状を適確に把

握することはできない。鉱床は前記新鉱床の南西方約

300mにあり，従来の資料によれぱ数個の不規則形鉱体

よりなり，それらは幅15m，延長70m余りに亘つて賦存

するもののよ5である。Pまた，賦存帯はおおむね東方へ

i延び，かつ25～35。Eの落しを示していると、・わ才しる。

この地帯の地形は概して緩瞳で東方へ高度を塘してお
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第2図八閏右左府鉱山の新鉱床坑内図

り，鉱床と地形との関係は新鉱床の場合と全く同様で拳

る。

5．2．3　朝日沢奥の鉱床　　当時旺んに地表探鉱中のも

ので拳り，この位置は海抜約685m附近でほとんど稜lil灸

に近い所に当る。多くの塑濠掘の結果によれば，地表か

ら深さ1～2mの所に極めて多数の大小ク・一ム鉄鉱塊

が散在するのが見られる。鉱塊は角礫状をなじ，大きな

ものは直径2m程度のものも少なくない。，．ぞの大部分は

粗粒塊状鉱で，その分布および頻度等から推察するに，

これら流鉱の根源をなす鉱体は恐らく稜諌附近に伏在す

るものと，思われる。

　5．2．4　最上流地帯の流鉱石　　分枝した各小河川の河

底に流鉱石として認弟られる。未だこれらの根源と思わ

れる鉱床は発見されていないが，流鉱の頻度および分布

等から推察するに，本流の南部にその本体が賦存するの

ではないかと考えられる。鉱塊は比較的大きなものはな

く，やや磨滅しており，一般に斑状鉱が多い6

　5．3ルーケシユオ々ナイ川流域

　上流蛇紋岩地帯を流れる河底に流鉱石として認められ

る。しかし未だこれらの根源と思われる鉱床を発見する

に至つていない。附近の地形は一般に急峻で，鉱石の搬

出に1は困難を伴づであろうが，なお探鉱を要するものと

、曽おれる。

5。4　ペンケシユオマナイ川流域

河底に流鉱石が認められるほか，当時本流右岸山腹に

向つて地表探鉱中であつた。後者の表土片崩し探鉱によ

れば，風化した蛇紋岩中にク・一ム鉄鉱の小塊が点凌と

して含有され，未だ鉱体と称すべきものには達しでいな

い。附近に見られる鉱石は概して斑状鉱が多いよ5であ

る。

5．5　シユマウンナイ川流域

　蝿紋岩地帯を流れる河底に著しい流鉱石として認めら

れるほか，その下流の白墓紀暦分布地帯にもしばしぼ見

られる。鉱塊は塊状鉱が多く，やや大き’なものでは直径

50cm程度のものがあつて，概して上流地に至るに従つ

て角礫状を呈し，かつ大型である。未だ鉱体と称すべき，

ものは発見されないが，流鉱石の分布およぴ頻度がおび，　＼

ただし》・ので，今後の探鉱に侯つとどろが大きい。

　5．6　ホロナイ川流域・

　上流地帯に流鉱石として稀に認められたほか，崩壊し．

た旧坑口若干を見たが．離細は全く不明である。得られた

流鉱石は左程大形のものではなく，塊状鉱および斑状鉱

である。

　5・7パンケユクトラシナイ川流鉱域

　館絞岩鞄帯の河底に極めて聯し￥・流鉱石が認められ，

半時これを稼庁中であづたgまた，その下流白璽紀屠分

布地域にもかなり多量の流鉱石があつて，その一部はか

つて採掘されたことがあり，その他さらに上流地山腹に

は往時三井鉱業株式会祉によつて探掘された（三井千露r

呂鉱山）旧坑が各所にあるが，それらの詳細は明らかで
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ない。・

　採掘中の鉱石は大小鉱塊として蛇紋岩塊とともに河礫

として産するものであり，その大きなものでは一塊燈最

大1t以上のものが知られている。鉱石は粗粒魏状鉱が

多く，時に斑状鉱も含まれる。

ワ白璽紀暦上の流鉱塊は比較的大きなものはないが，そ

の量は時に稼庁に耐える程度に濃集する部分がある。

　旧坑内の状況は休山中のため適確に知ることはできな

い。餅石中から得られた試料では，・鉱石は茶福色粉鉱・

斑状鉱および塊状鉱の斉種が認められる。従来の資料に

よれば，鉱床は蛇紋岩中に胚胎する扁平状または不規則

穐暦状をなレ，一般に膨縮，起状が甚しくかつ水平に近く

横たわるといわれるが，その他の詳細は不明である・

　　　　　　6．鉱石および品位

本地域のク・一ム鉄鉱石は塊状鉱・斑状鉱（俗にメツ

チヤ鉱ともい5）および粉状鉱とに区別され，これらの

うち，塊状鉱が最も普通に見られる。塊伏鉱および斑状

鉱は流鉱石のほとんど全てがこの種の鉱石であり，また

その他の鉱床においても鉱体の大部分を構成する。粉状

鉱は鉱体の周りに伴われるほか，鉱体がいわゆるビリ鑓

状に蓮なる部分に多く見られる。八田右左府鉱山新鉱床’

のやや肥大した鉱体においては，その中心部は角礫状に

破砕された塊伏鉱よりなり，その周囲は携状鉱および滑，

石に包まれて母岩に接するo

　塊状鉱は黒色粗粒で一般に割れ目が多く．，鉱石鉱物と

してはク・一ム鉄鉱のほかに若干の磁鉄鉱・ク・一ム柘

榴石および墓泥石等を含む。ク・一ム鉄鉱は薄片では暗

褐色を示し，割れ目参多く，。そ璽聞にク・一ム柘榴石お

よび肇泥石が形成されていることがある。

　斑状鉱ではク・一ム鉄鉱は暗褐色から淡褐色ないしチ

ヨコレート色を呈するものであり，それらは母岩中に単

結晶として含まれ，また部分的にそれらがやや濃集する

場合もある。ク・一ム鉄鉱粒は中粒な斗・し細粒で，自形

または半目形を示すものが多く，しばしぼ少しく融触さ

れた形状を呈する◎

　粉状鉱は外観茶褐色の鉱塊であるが，著しい葉片状の

割れ目または虹り面等が発達し，極めて脆弱である。薄

片ではク・一ム鉄鉱は著しく破砕されて微粒となり，そ

（D聞にはかなり多量の滑石が形成されており・’また一部

にはク・一ム柘榴石の細脈がある。

　鉱石の品位はク・一ム鉄鉱粒の密集度に不同があつて

一・定しな、・が，塊状鉱にあつてはCr20350％程度，斑

状鉢においてはCr20325～35％，粉状鉱はCr20320％．

程度である。代表的な試料について分析した結果は次の

通りである。

麺璽馴堕（勉．

塊状鉱
〃

〃

斑状鉱
〃

粉状鉱

49．75

49．10

50．14

34，12

26．57

20．06

7．結

試料採取箇所

オカシユ・ンベ川で採掘中の
流鉱石

朝日沢奥で探鉱中の鉱石r

パンケユクト．ラシナオ川で

採掘中の流鉱石
ユーケシュオマナイ川↓流
の流鉱石

シユマウンナイ川の流鉱石

八田右左府新鉱床，坑内

語

　1．本調査は八田右左府鉱山を中心とするク・一ム鉄

鉱鉱床賦存地帯について，蛇紋岩の分布と，ク・一ム鉄・

鉱の産状とを調査し，本地域の鉱床探査上考慮すべき事

項を考察した。

　2．鉱床を胚胎する蛇紋岩は，先白墓紀暦を貫き，調

査地内の中央中稜の一部および両側中腹部の各所に分布

し，多数の断暦によつて寸断された形状を示す。母岩は

一般に蛇紋岩化作用が進み，かつ粘土化も著しく，岩体

中には大小無数のま二り面が発蓬して葉片状を呈するとと

が多い。これらの事宰は，その選入後解受けた著しい地

質擾乱（いわゆる第三紀川端暦堆積期前後）聡よび岩体

自体の膨脹性，滑動性等に基くものであろ5。

　3．ク・一ム鉄鉱の産地は第1図に示す通り極めて多

数にのぼるが，それらを産状によつて類別すれば，亥の

3っに分けることができるようである。

　1）堅硬塊状母岩中に胚胎する鉱床

　　（鉱床生成時本来の位置にあると思われるもの）

　2）葉片状母岩申に胚胎する鉱床

　鉱床生成後にその位置．形態を変じたと思われるも

　　の）
　3）　河底に．流鉱石としてやや濃集して産するもの

　4。現在認められる大部分の鉱床は3）～2）に属する

ものであつて，従来坑内掘によつて稼庁された鉱床の大

部分も，2） に相当するものであろ5。ただ，当時探鉱

中のユーケシユオマナイ川支流朝日沢奥に賦存すると予

想される鉱床は，1）の場合であろ5と推察される。

　．5、鉱石は塊状鉱（Cr20350％±）・斑状鉱（Cr20325

～35％）および粉状鉱（Cr20320％±）とに区別され，．

そのづち塊状鉱がもつとも普通に見られる。塊状鉱およ

び斑状鉱は，流鉱石のほとんどすべてがこの種の鉱石で

あり，また，その他の鉱床においても鉱体の大部分を構

成する。粉状鉱は鉱体の周りに伴われるほか，．鉱体がい

わゆるビリ鑓状に蓮らなる部分に多く見られる。

　6．本地域の探鉱は未だ充分ではなく，鉱床としても　　・・
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つとも安定性のある1）については推定iの域を脱しない。，

しかしながら本地域内にば1）を根源とする2）および

3）がきわめて頻繁に認められるので，今後の探鉱に侯

つところが大きい。

　探鉱に当つては1）を求めて進められるべきであり，

～二の場合2）および3）の関連め下に探究ずべきはもち

ろん，物理探鉱に当つても，半述のよ5な鉱床g産状を

も考慮に入れて実施されるべきであろ5σ

　　　　　　　　　　　（昭和26年8月～9月調査）

交 献

岡村要藏：日高国沙流川流域調査報告（鉱調．，第4

　　号，1911年）

鈴木醇・1ヨ本杉巳代治：北海道に於けるク・一ム鉱床『

　　に就いて　（地質．，第46巻，1939年）

（第4巻　第6号）

原田準平：北海道に於ける蛇紋岩の選入に・関する一新

　　事実　（地質．，第46巻，1939年）

鈴木醇：北海道に於ける蛇紋岩に伴う優白岩類に就い

　　宅（岩砿．，第23巻，1940年）

上島宏・孫致武＝日高国右左府地方の地質　（北大保

　　存手記，1940年）

鈴木醇：本邦産格魯謹鉄砿砿石について　（岩砿．，第

　　27巻，1942年）・

根本忠寛・三本杉巳代治・水口文作：登川図幅説明書

　　F（北工試地質調査報告，第5号，1942年）

今田正：日高国右左府地方の地質及ぴ鉱床　（北大保

　　存手記，1946年）
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